
（3） ひろしま市議会だより令和元年（2019年）8月

　 市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕www.city.hiroshima.lg.jp/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

●
山
内
正
晃

（
市
民
連
合
・
安
佐
北
区
）

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

・
防
災
の
推
進

・
被
災
地
の
復
旧
復
興

・
平
和
行
政
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
・
子
育
て
支
援

・
バ
ス
路
線
の
再
編
実
施

●
藤
井
敏
子

（
日
本
共
産
党
・
安
佐
南
区
）

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
被
災
者
支
援

・
広
島
高
速
５
号
線
ト
ン
ネ
ル
工
事

・
高
齢
者
公
共
交
通
機
関
利
用
助
成
制

度
・
学
校
給
食
の
見
直
し

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

●
山
路
英
男

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
幼
児
教
育
と
保
育
の
充
実

・
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
の
改
善
と
学
校
給

食
の
民
営
化

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
と
基
本
料
金
の
有
料
化

・
８
０
５
０
問
題

●
三
宅
正
明

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
芸
区
）

・
広
島
市
の
経
営
資
源

・
共
助

・
民
間
活
力

●
馬
庭
恭
子

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
中
区
）

・
平
和
行
政

・
受
動
喫
煙

・
８
０
５
０
問
題

・
行
政
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

・
恵
下
埋
立
地(

仮
称)

●
西
田
浩

（
公
明
党
・
安
佐
北
区
）

・
か
わ
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

提
案

・
可
動
堰
管
理
の
市
へ
の
移
管

・
個
人
情
報

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

●
今
田
良
治

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
北
区
）

・
経
営
改
革

・
広
島
広
域
都
市
圏

・
地
域
の
道
路
・
交
通
問
題
へ
の
取
り

組
み

山路英男
自民党・

市民クラブ

馬庭恭子
市政改革

ネットワーク

今田良治
自民党・

市民クラブ

三宅正明
自民党・

保守クラブ

西田浩

公明党

問
ひ
き
こ
も
り
の
子
を
持
つ
親
が
高

齢
化
し
、
社
会
か
ら
孤
立
・
困
窮
し

て
お
り
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
問
題
は
個
人
や
家
庭
の

問
題
で
は
な
く
社
会
で
解
決
す
る
問

題
で
あ
る
た
め
、
そ
の
対
策
の
拡
充

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
土
壌
汚
染
対
策
法
の
土
地
の
形

質
変
更
事
前
届
は
法
令
を
順
守
し
て

い
る
の
か
と
問
う
と
で
き
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
情
報
公

開
請
求
す
る
と
違
反
事
例
が
あ
っ
た

が
、
だ
れ
が
い
つ
ど
う
罰
金
を
支
払

う
の
か
。

問
市
長
の
経
営
改
革
に
懸
け
る
思
い

と
そ
の
考
え
に
基
づ
く
行
財
政
改
革

の
見
直
し
に
向
け
た
方
針
・
計
画
の

立
案
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

問
広
島
市
は
、「
共
助
」
の
活
動
を

担
う
町
内
会
な
ど
の
地
域
組
織
の
現

状
を
、
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

問
広
島
市
や
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
、
か
わ
な
み
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
提
案
に
つ
い
て
は
可

部
線
廃
線
敷
の
利
活
用
計
画
も
絡
め

て
、
ま
ず
は
旧
飯
室
駅
か
ら
旧
布
駅

ま
で
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

問
乳
幼
児
の
減
少
を
見
据
え
た
長

期
的
な
視
点
で
、
公
立
・
私
立
や
幼

稚
園
・
保
育
園
の
枠
組
み
を
越
え
、

全
体
と
し
て
効
果
・
効
率
性
の
高
い

提
供
体
制
を
考
え
る
と
と
も
に
、
そ

の
中
で
公
立
と
私
立
の
役
割
分
担
を

図
り
、
公
立
保
育
園
の
民
間
移
管
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
８
０
５
０
問
題
は
本
市
の
中
で

支
援
す
る
対
象
と
な
る
人
た
ち
が
何

人
い
る
か
。社
会
の
中
で
世
間
体
を

気
に
し
、孤
立
す
る
状
況
の
中
で
ひ

き
こ
も
り
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

実
績
は
50
代
で
16
人
。訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

問
住
み
や
す
く
、活
力
と
に
ぎ
わ
い

に
富
む
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し
て

発
展
す
る
た
め
に
、都
市
計
画
道
路

高
陽
可
部
線
の
未
着
手
区
間
の
早
期

事
業
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

問
地
域
の
共
助
を
厚
く
す
る
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
の
人
的
情
報
を
一
元
的
に
ス
ト
ッ

ク
し
、
活
動
へ
の
支
援
や
必
要
と
す

る
地
域
団
体
か
ら
の
相
談
に
応
じ
紹

介
す
る
窓
口
を
、
地
域
団
体
に
身
近

な
区
役
所
に
置
い
た
ら
ど
う
か
。

問
次
世
代
に
も
引
き
継
が
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
た
め
に

は
、地
域
団
体
や
地
域
活
動
の
在
り

方
自
体
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

答
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
る
中
、
ひ
き
こ
も
り
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

家
族
会
等
の
地
域
の
支
援
関
係
者

と
連
携
し
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

世
帯
を
早
い
段
階
で
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

実
態
把
握
や
相

談
窓
口
の
情
報

提
供
な
ど
の
対

策
の
充
実
を
図

り
た
い
。

答
土
壌
汚
染
対
策
法
第
66
条
に

は
、
三
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
金
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
司
法
が
罰
則
を
科
す
べ
き
も

の
を
特
定
し
、
罰
金
額
を
決
定
し

た
場
合
に
、
そ
の
罰
金
が
国
庫
に

納
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

誤
っ
た
認
識
の
下
で
、
先
の
予

算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
法
令

違
反
で
は
な
い
旨
の
答
弁
を
し
た

こ
と
に
つ
い
て
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

答
経
営
改
革
を
進
め
て
い
く
た
め

の
指
針
と
し
て
、
本
年
度
中
に
今

後
４
年
間
の
市
政
経
営
の
あ
り
方

や
具
体
的
な
取
り
組
み
項
目
を
定

め
た
「
行
政
経
営
改
革
推
進
プ
ラ

ン
」
と
、
プ
ラ
ン
の
部
門
計
画
と

し
て
、
計
画
期
間
中
の
財
政
運
営

の
目
標
を
定
め
た
「
財
政
運
営
方

針
」
を
策
定
す
る
。
こ
の
プ
ラ
ン

に
沿
っ
て
経
営
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
、

全
国
に
先

駆
け
た
新

た
な
施
策

を
打
ち
出

し
て
い
く
。

答
町
内
会
・
自
治
会
は
少
子
高
齢

化
の
進
行
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
等
に
よ
り
、
加
入
率
減

少
、
担
い
手
不
足
が
進
ん
で
い

る
。

　
地
区
社
協
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
の
地
域
団
体
に
お
い
て
も
共

通
の
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
、
的
確
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
最
重
要
課
題
の
一
つ
で

あ
り
、
市
と

関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む

こ
と
は
不
可

欠
と
認
識
し

て
い
る
。

答
可
部
線
廃
線
敷
は
、
生
活
道
路

や
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て
整
備

を
進
め
る
中
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
や
自
然
散
策
路
の
機
能
を

併
せ
持
つ
道
路
と
し
て
、
地
域
住

民
と
協
議
が
整
っ
た
地
区
か
ら
順

次
行
う
。
ま
た
、
旧
飯
室
駅
か
ら

旧
布
駅
間
は
、
地
元
自
治
会
と
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
う
え
で
予
備

設
計
を
実
施
し

て
お
り
、
整
備

に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

答
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応

え
つ
つ
、
幼
稚
園
と
保
育
園
を
い

わ
ば
全
体
最
適
の
視
点
で
体
制
を

再
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
後
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

充
実
に
向
け
て
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、公
立
の
民
間
移
管
、

公
立
と
私
立
の
役
割
等
も
整
理
し

て
い
き
た
い
。

答
国
の
調
査
結
果
に
お
け
る
広
義

の
ひ
き
こ
も
り
の
出
現
率
に
本
市

の
満
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
口

を
掛
け
合
わ
せ
る
と
約
５
８
０
０

人
と
な
る
。
問
題
を
抱
え
支
援
を

必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
収
集
す

る
な
ど
に
よ
り
把
握
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
相
談
窓
口
等
の
情
報

提
供
に
加
え
、
訪
問
相
談
に
よ
る

支
援
を
実
施
す
る
な
ど
、
対
策
の

充
実
に
取
り
組
む
。

答
当
該
区
間
の
早
期
事
業
化
は

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
上

で
重
要
な
路
線
で
あ
る
が
、
既
成

市
街
地
の
用
地
買
収
と
と
も
に
、

根ね
の
た
に
が
わ

谷
川
に
架
か
る
上う

え
は
ら
ば
し

原
橋
の
架
け

替
え
や
Ｊ
Ｒ
可
部
線
及
び
国
道

１
８
３
号
の
地
下
で
の
横
断
な
ど

大
規
模
な
構
造
を
伴
う
た
め
、
ま

ず
は
現
在
可
部
地
区
で
進
め
て
い

る
他
の
道
路
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
業
化
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答
本
市
で
は
、
高
齢
化
な
ど
様
々

な
課
題
に
総
合
的
に
対
応
で
き
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を

目
指
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
取
り
込
み
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。
議
員

ご
提
案
の
件
は
、
こ
の
方
策
の
中

で
実
現
を
図
り
た
い
と
考
え
る
。

答
地
域
住
民
が
「
共
助
」
に
資
す

る
地
域
活
動
等
に
実
際
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
共
助
」
の
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲

が
高
ま
っ
た
時
に
、
継
続
的
な
参

加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
行
政
も
一

体
と
な
っ
て
そ
の
行
動
を
支
援
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
図
り
た
い
。

ひ
き
こ
も
り
問
題
の
対
策
を

地
域
の
現
状
認
識
は

行
政
の
法
令
順
守
は
？

経
営
改
革
に
向
け
た
指
針
の
策
定

か
わ
な
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
提
案

８
０
５
０
問
題
の
実
態
を
！

幼
児
教
育
と
保
育
の
充
実

地
域
循
環
道
路
の
整
備

共
助
で
地
域
の
活
性
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

●カラーバリアフリー
　大多数の方の色の見え方と異なる色覚を持つ、色弱者・色覚障害者にも同じよ
うに情報が読み取れるよう、配色を含めた視覚情報デザインを工夫すること。

●Ｓ
エスディージーズ
ＤＧｓ

　2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030ア
ジェンダ」における2016年から2030年までの国際目標。持続可能な世界を実
現するための17のゴール・169のターゲットから構成される。

●エシカル消費
　より良い社会に向けた、人や社会、環境に配慮した消費行動のこと。（例：フェ
アトレードや障害者支援につながる商品、エコ商品の購入、地産地消など。）

●Ｈ
ハ サ ッ プ
ＡＣＣＰ

　原料入荷から製品出荷までの全工程の中で、食中毒汚染や異物混入等の危険
要因を把握した上で、危害要因の除去・低減に特に重要な工程を管理し、製品の
安全性を確保しようとする衛生管理の手法。

●８０５０問題
　ひきこもりの子を持つ家庭が高齢化・孤立化し、50代の中高年のひきこもり
の子を80代の親が面倒を見る中、経済的困窮や介護問題も同時に起きるなど、
課題が複雑化するケースが増えている、という社会問題のこと。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説


